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平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

2025年度は、自社製品を中心としたストック型

ビジネスの拡大により営業利益が4億100万円

と大幅な増益となり、経常利益は過去最高を更新

いたしました。この業績回復を踏まえ、2026年度

は1株当たり5円の復配を予定しております。

当社は、「世界中の人々のために、不可能を可能に。」

というありたい姿の実現に向けて、当社のコアで

ある「オープンソース」に先端技術である「AI」を

掛け合わせ更なる成長を続け、イノベーションを

創出してまいります。

株 主 の 皆 様 に お か れ

ましては、今後もより

一層のご支援・ご鞭撻

を賜りますようお願い

申し上げます。

代表取締役社長

A A

Q1  今後の成長戦略について教えてください Q2  サイオスの「強み」とは何ですか？

株主の皆様へ

株主様のお声より

成長の鍵は「ストック型ビジネスモデルへの継続
投資」と「AIとオープンソースソフトウェアによる
事業強化」の２つです。

「ストック型ビジネスモデル」の売上高比率を拡大し収
益力を強化しながら、AIの積極的な活用とオープン
ソースソフトウェアの知見を活かした事
業強化により中長期的な事業成長を実現
してまいります。

高い技術力で企業のITを支える「スペシャリスト
集団」であることです。

「世界中の人々のために、不可能を可能に。」を掲げ、創業
以来「オープンソースソフトウェア」の可能性に着目し、
その活用にいち早く取り組んでまいりました。現在はそ
こに「AI技術」を掛け合わせ、企業のITシス
テムを支えています。お客様の困りごとを
技術で解決するプロフェッショナルであ
ることが、私たちの最大の強みです。
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株式会社NTTデータ
設 　 立 ： 2022年（令和4年）11月1日
資 本 金 ： 1,000百万円（2023年11月1日現在）

所 在 地 ： 〒135-6033 東京都江東区豊洲3-3-3
豊洲センタービル

業 　 種 ： コンサルティング、統合ITソリューション、システム・
ソフトウェア開発、メンテナンス・サポート等

従 業 員 数 ： 12,383名（単体、2025年3月末現在）
U R L ： https://www.nttdata.com/jp/ja/

複数の製品を検討しましたが、機能の高さはもちろん、サ
イオスさんの専門的な技術支援を高く評価しました。選定
から導入まで一貫して支えてくれる、心強いパートナーだ
と感じています。

ITで全国の金融ネットワークを  つなぐ株式会社NTTデータ様の
「ANSER（アンサー）」の進化を、  サイオスの技術がサポートしています。

金融インフラの現場において、当社の知見とサポート
体制を信頼いただけたことは、私たちにとっても大き
な一歩となりました。これからも、APIという「つなぐ
技術」を通じて、目立たないけれど大切な、社会の「便
利」と「安心」を支える存在として成長してまいります。

株式会社NTTデータ
ご担当者様

「ITのプロ」がつくる身近な銀行サービスを
裏側から支える「つなぐ技術」 「当たり前」の安心を、これからも技術で

Company Information

お客様
の声

電話
ANSER-PB
ANSER-DP

FAX
ANSER-FAX

VALUXソフト
搭載パソコン

ANSER-VALUX AnserBizSOL AnserParaSol
AnserBizForex DENTRANS BizHawkEye

API管理基盤サービス上に
Kong API Managementを導入

（各端末側センタ）
パソコン、ワークステーション

金蔵ホスト

ANSER-CLA

VANセンタ

コールセンタ

ブラウザ搭載
パソコン

スマートホン/
携帯電話

Internet
専用線 専用線

電話網

ANSER
センター

金融機関

電話網

ANSER-FEP

各メディアセンター

株式会社NTTデータ様は日本電信電話公社（現 NTT）
のデータ通信事業を源流とし、ITによるシステム連携
を通じて社会インフラのデジタル化を支えてきた企業
です。1967年の前身組織発足以来、公共・金融など社会
基盤を対象に、大規模ネットワークやシステムを構築
してきました。代表例として、「ANSER」は1981年の提
供開始以来、全国500以上の金融機関同士をつなぎ、振
込や残高照会業務を支える私たちの生活に欠かせない
サービスです。この大きなシステムが、デジタル時代に
合わせてより便利に、安全に進化するにあたり、当社は
パートナーとして、システム同士をつなぐ「API基盤」の
導入をご支援させていただきました。

コンサルティング＆インテグレーション

事例紹介

1
止まらない「金融インフラ」を支える、
サイオスの技術❶ NTTデータ様
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株式会社クレディセゾン
設 　 立 ： 1951年（昭和26年）5月1日
資 本 金 ： 759億29百万円

所 在 地 ： 〒170-6073 東京都豊島区東池袋3-1-1
サンシャイン60・52F

業 　 種 ： ペイメント・リース・ファイナンス・不動産関連・
グローバル・エンタテインメント

従 業 員 数 ： 3,624名（連結、2025年3月31日現在）
U R L ： https://www.saisoncard.co.jp/

株式会社クレディセゾン様の延滞顧客管理システムは、
初期延滞顧客から中長期延滞顧客、貸倒償却した顧客
までを一貫して管理するシステムとなり、24時間連続
稼働が求められる重要システムとなります。
そのため、システムのダウンタイムが
極力抑えられる「LifeKeeper」が採用
されました。

サイオステクノロジー株式会社   の「LifeKeeper」は、株式会社クレディセゾン様
の延滞顧客管理システムを支え   る重要な基盤技術として採用されています。

確実な障害対策機能により、皆様の便利で当たり前の
日常を陰ながら支え続けています。万が一の時もシス
テムを止めない備えとして、今後も安定稼働に貢献し
てまいります。

株式会社クレディセゾン
ご担当者様

延滞顧客管理システムを
障害対策技術でサポート

LifeKeeperでシステムの
安定稼働の土台を実現

Company Information

お客様
の声

LifeKeeperの採用で問題なく可用性を担保して運用ができ
ているので、製品選定も含めてうまくいったと感じています。
今後もクレディセゾンの成長を支えるために、LifeKeeper
が貢献する範囲が広がる可能性は高そうです。

24時間365日監視

ストレージ

稼働系 待機系

異常時に自動切替

プロダクト＆サービス

事例紹介

2 株式会社クレディセゾン様

※本事例の内容は、2023年の取材当時のものです。

止まらない「金融インフラ」を支える、
サイオスの技術❷ 
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2025年12月期　連結業績ハイライト

2025年12月期　セグメント別概況

売上高は前年度の事業譲渡の影響で減収でしたが、ストック
ビジネスの順調な推移やコスト見直しにより増益となりま
した。

前連結会計年度第１四半期に計上したRed Hat, Inc.関連
商品の大型案件の売上が無くなったことにより減収となった
ものの、前連結会計年度より業務提携を開始したElastic 
N.V 関連商品が売上を伸ばし増益に寄与しました。

IT投資の堅調な需要を捉え受注が順調に推移し増収増益と
なりました。（単位：百万円） 2024年

12月期
2025年
12月期 前期比

売上高 20,561 19,059 △7.3%

営業利益 35 401 1,044.2%

経常利益 189 497 163.4%

親会社株主に帰属
する当期純利益 351 320 △9.0%

EBITDA 87 460 428.6%

ROIC 1.5% 14.2% -

1株当たり配当金 - - -

プロダクト＆サービス

ソフトウェアセールス＆ソリューション

コンサルティング＆インテグレーションSEGMENT2

SEGMENT3
SEGMENT1

売上高（単位：百万円） 売上高（単位：百万円）

売上高（単位：百万円）

セグメント利益（単位：百万円） セグメント利益（単位：百万円）

2024年12月期 2025年12月期

6,204
5,751

2024年12月期 2025年12月期

490

726

2024年12月期 2025年12月期

11,318
9,860

2024年12月期 2025年12月期

110

142

2024年12月期 2025年12月期

3,050
3,459

2024年12月期 2025年12月期

311 343

セグメント利益（単位：百万円）

経常利益は過去最高益を更新

増益 48.0% 増益 28.6% 

増収 13.4% 　増益 10.2% 
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事業年度 1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎年3月
基準日 毎年12月31日

その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店及び全
国支店で行っております。
■ 住所変更等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座を開設さ
れました株主様は、特別口座の口座管理機関である三
井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

公告の方法 電子公告とします。ただし、事故その他のやむを得ない
事由によって公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載します。

上場取引所 東京証券取引所スタンダード市場
コード番号 3744

 対象となる株主様 
毎年12月末日を基準日とする株主名簿に記録された、当社普通
株式200株（2単元）以上を保有されている株主様を対象といた
します。なお、初回基準日は2025年12月26日です。 

 株主優待 
対象となる株主様に、当社オリジナルカタログ（2,000円相当の
コース）から、お好みの商品をお選びいただき、贈呈いたします。 

 贈呈時期  
4月ごろのカタログ発送を予定しております。

2026年12月期につきましては、1株当たり配当金を5円とする
予定です。2027年12月期以降は連結配当性向30%以上を目標
といたします。

中期経営計画 株式状況／株主メモ

 株式の状況 （2025年12月31日現在）

 大株主の状況 （2025年12月31日現在）

 所有者別株式分布状況 （2025年12月31日現在）

 株主メモ

発行可能株式総数 15,000,000株
発 行 済 株 式 総 数 8,874,400株※

株　　　主　　　数 6,906名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社大塚商会 1,593,300 17.96
パーソルテンプスタッフ株式会社 1,500,000 16.91
喜多エンタープライズ株式会社 920,000 10.37
喜多伸夫 215,900 2.43
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 202,000 2.28

※自己株式3,338株を含む

自己名義株式
0.04％

証券会社
2.82％

金融機関
2.30％

その他国内法人
47.80％

外国法人等
3.03％

個人・その他
44.00％

 売上高 （単位：百万円）

 営業利益 （単位：百万円）

2026年12月期（予想） 2027年12月期（計画）2028年12月期（計画）

20,000
21,000

22,000

15,000

18,000

21,000

24,000

2026年12月期（予想） 2027年12月期（計画）2028年12月期（計画）

450
520

610

0

250

500

750

2025年12月期は営業利益が中期経営計画を大きく上回り
ました。2026年度策定の中期経営計画でも継続的な成長
を目指します。
 

 株主優待制度の内容

 株主還元及び配当性向
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今号のポイント!!

当社グループは、2021年から5年連続で「健康
経営優良法人（大規模法人部門）」に認定されて
います。

1. 健康経営優良法人認定

当社グループは、「ワークライフバランスが推奨
されている」「労働環境が安全・衛生的である」

「休暇が取りやすい」等、働きやすさに関する項目
が高く評価され、2022年から4回連続で「働き 
がいのある会社」認定企業に選出されています。

2. 働きがい認定企業

当社グループは、2023年8月に厚生労働大臣
より「えるぼし認定」を取得しました（当社は3つ
星を、国内主要子会社サイオステクノロジー株
式会社は2つ星を取得）。

3. えるぼし

当社は、2024年3月に「DX認定事業者」の認定
を取得しました。

4. DX認定

当社は、2025年12月にスタンダード市場部門
で最優秀サイトに選出されています。

5. 日興アイ・アール
　 「全上場企業ホームページ充実度ランキング」受賞

サイオス株式会社
〒106-0047
東京都港区南麻布2-12-3 サイオスビル
TEL:03-6401-5111（代表）
FAX:03-6401-5112

外部機関からの評価


